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研究成果の概要（和文）：本研究では，各地域の研究者や情報モラル推進校へのヒアリングを踏まえた上で，長
期的視点に立った情報モラル教育の評価システムを開発した。開発した評価システムを用いて，小学校におい
て，約半年間にわたり実践された情報モラル教育のカリキュラムの効果について評価を行った。その結果，本シ
ステムで子どもたちの変容を適切に評価できたことが示された。さらに，評価を活かした形で，効果的なカリキ
ュラムの開発に寄与することができた。

研究成果の概要（英文）：In this research, based on a hearing to researchers in each area and 
information moral promotion schools, we developed an evaluation system for information moral 
education from the long-term perspective. Using the developed evaluation system, we evaluated the 
effect of curriculum of information moral education practiced in elementary school for about half a 
year. As a result, it was shown that this system was able to properly evaluate the transformation of
 children. In addition, it was able to contribute to the development of effective curriculum by 
taking advantage of evaluation.

研究分野：情報教育
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
  中央教育審議会答申（2008）では，「社会
の変化への対応の観点から教材等を横断し
て改善すべき事項」として小学校，中学校及
び高等学校の発達段階を通じた情報モラル
指導の必要性を述べている。また，新学習指
導要領においても小学校，中学校及び高等学
校の総則や各教科において情報モラルに関
する記述が追加されており，現在の学校教育
において情報モラル教育の必要性が高まっ
てきている。こうした背景を踏まえ，現在，
様々な情報モラル教育に関する実践が行わ
れている（石原 2011，阿部 2011）。 
しかし，これらの実践は 1回きりの場合や
数回程度の短期的な場合が多く，また，その
評価についても主に授業直後に知識面から
のみ短期的に評価するものが多い。こうした
ことについて，宮川（2009）は，情報モラル
教育は知識だけでなく，態度や行動の育成を
主としていると述べた上で，「情報モラル教
育効果は長期的なスパンで判断していくべ
きものであり，その意味で評価そのものが難
しいという側面を抱えている」と述べている。
このことから，情報モラル教育では短期的で
はなく長期的に児童，生徒に生じた教育的効
果の変容を考察することが重要であると考
えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究では，各地域の研究者や情報モラル
推進校へのヒアリングを踏まえた上で，長期
的視点に立った情報モラル教育の評価指標
及びその評価方法を検討する。さらに，その
評価指標・方法をもとにして，定量的な情報
モラル教育の評価システムをタブレット PC
上で構築し，教育委員会や NPO などの協力を
得ながら，静岡県内の情報モラル教育推進校
の小学校において 6 ヶ月～8 ヶ月程度の長期
スパンで運用し，ログ解析及びインタビュー
調査から，情報モラル授業を受けた子どもた
ちの意識・知識と態度・行動面に関する変容
を考察し，その成果と課題を明らかにするこ
とを目的とする。 
 
３．研究の方法 
本研究では，専門性の高い研究協力者と情
報モラル教育に関する団体の協力を得て，
「評価指標・方法の検討」と「評価システム
の構築・実証」という 2つのフェーズを 3年
計画で遂行した。 
 まず平成 26 年度は，研究のグランドデザ
インを検討，確立した上で，1）長期的視点
に立った情報モラル教育の評価指標・方法の
ためのヒアリングおよび 2）長期的視点に立
った情報モラル教育の評価指標・方法の検討
を行った。 

 平成 27 年度は，3）長期的変容をチェック
する評価システムの構築を行うとともに，出
来上がった評価システムは，教員からの評価
を踏まえて，改善を行った。 
平成 28 年度は，4）評価システムを用いた
小学校での実証を行う。最後に 3年間の研究
をふりかえり，5）研究成果と課題の検討お
よび広報を行った。 
 
４．研究成果 
①評価システムの開発 
情報モラル教育の成果を定量的に評価す
るための評価システムを開発した。 
本システムは，PC 教室や普通教室でタブレ
ットにより回答することを想定し，WEB 上で
回答から教員へのフィードバックまで行え
るよう設計した。教員は，申し込み登録後に
示される学校 ID と初期パスワードでログイ
ンを行い，マイページからクラスの登録を行
う。クラスの登録を行うことで，そのクラス
の人数分の ID が発行される。子どもは，そ
の ID と初期パスワードでログインを行い，
マイページからスタートする。なお，子ども
向けのマイページでは，パスワードの変更や
自分の結果などを見ることができる。子ども
が受講を終えると，教員はすぐに教員向けマ
イページから結果を見ることができ，その結
果をもとに指導を行うことができる。 

 本システムでは，評価を行うために，子ど

もに 25 問の問題に回答させる。なお，本シ

ステムの対象は，小学校高学年から中学生を

中心とした。 

 問題の内容については，文部科学省が示す

「情報モラルで身につけるべき 5つの柱」に

基づき，子どもたちの情報モラルに関する知

識と，日常のスマホやネットの使用状況を把

握する内容となっている。具体的な問題の分

野と問題数は，使用状況に関する問題（情報

端末の所持，フィルタリングの利用，平日の

ネット利用時間，ルールの有無，就寝時間，

トラブルの有無等）が 7問，モラル，セキュ

リティ，法律に関する問題がそれぞれ 6問ず

つの計 25 問である。モラル，セキュリティ，

法律に関する問題の選択肢は，すべて 4択で

ある。得点は，総得点を 100 点とし，モラル，

セキュリティ，法はそれぞれ 30 点満点，使

用状況は 10 点満点とした。内訳は，モラル，

セキュリティ，法はそれぞれの問題（6問ず

つ）が，正解した場合のみ 1問につき 5点の

得点となる。 

使用状況は，平日のネットの利用時間と家

庭のルールを対象としてそれぞれ5点ずつの



得点とした。平日のネット利用については，

①使っていない，②30 分未満，③30分以上

～1時間未満，を選択した場合に 5点とし，

それ以外（④1時間以上～2時間未満，⑤2時

間以上～3時間未満，⑥3時間以上～4時間未

満，⑦4時間以上～5時間未満，⑧5時間以上）

を 0点とした。使用状況については，教員が

子どもの使用状況を細かく把握するために 8

段階に区分したが，得点については 5点と 0

点の 2区分とした。教員が，子どもたちの情

報モラルの知識だけでなく，SNS の使用状況

などの実態を簡単に把握するという視点か

ら，1時間未満の使用者には得点を与えるこ

ととした。 

また，家庭のルールについては，①ルール

があり守っている，②ルールがありどちらか

というと守っている，を選択した場合に 5点

とし，それ以外（③ルールはあるがどちらか

というと守っていない，④ルールはあるが守

っていない，⑤ルールはない）を0点とした。 

同じ問題の出題による学習効果を考慮し，

モラル，セキュリティ，法律は，それぞれ 18

問の中からから6問をランダムに出題するこ

ととした。なお，問題により結果に影響がで

ないように，事前にプレテストを実施し，ど

の問題も正答率を概ね 50%以上となるように

調整した。実際の画面の表示例を図1に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 評価システムの画面表示の例 

 
②本システムの小学校での診断的運用 

 開発したシステムを活用して，A小学校に

おける情報モラル教育のカリキュラムの検

討を試みた。 

A 小学校は静岡県の僻地校であり，これま

で情報モラル教育を継続的に実施した経験

はない。まず，システムを用いて A小学校の

5年生 10 名の実態を調査した。 

なお，今回は，比較対象（統制群）として，

B小学校の小学6年生58名のデータを取り上

げることとした。B 小学校は，東京都内で情

報モラル教育を継続的に実践している学校

である。6 年生全員が一人一台のタブレット

端末を持ち，情報モラル，著作権などの情報

モラル教育を受けた上で，タブレットでのネ

ット利用を日常的に行っている。このことか

ら B小学校の 6年生は，他の一般的な小学校

と比較しても情報モラルの知識は高いと推

測される。そこで情報モラル教育を継続的に

実施した経験のないA小学校との比較対象と

した。表 1に学校別各分野の得点を示す。 

 

表 1 学校別各分野の得点 

 
総合点* 

状況 

** 

モラル

* 

セキュ

リティ 

法* 

 

A 小 

1 回目 

53.50 

(9.73) 

8.50 

(2.41) 

18.50 

(6.68) 

18.00 

(5.86) 

8.50 

(5.79) 

B 小 
62.54 

(13.46) 

5.43 

(3.31) 

22.28 

(5.26) 

20.96 

(7.16) 

13.86 

(6.34) 

**p<0.01，*p<0.05，（ ）は SD 

  

 結果を見ると，使用状況以外のすべてにお

いて，A小学校の得点は B小学校の得点を下

回っていた。モラルは，3.78 点，セキュリテ

ィは 2.96 点，法は 5.36 点の差があり，t検

定を実施した結果，セキュリティを除くすべ

ての項目で有意差が見られた。B小学校は，

情報モラル教育を継続的に実践している学

校であり，A小学校よりも情報モラルの知識

があると考えられる。情報モラル教育の継続

的実施の差を知識の差（点数の差）という形

で A小学校と B小学校の有意差を示すことが

できたという点で本システムの妥当性を示

すことができる。 

さらに詳しく使用状況を分析すると，A 小

学校の平日のネット利用については，「①使

っていない」と回答した児童は 6 名，「②30

分未満」と回答した児童は 1 名，「③30 分以

上～1 時間未満」と回答した児童は 3 名であ

り，使用していない児童の割合が 60.0%であ

った。これは，B 小学校の使用していない児

童の割合が 29.3%であることに比べると極端

にネットの利用が少ないことがわかった。 

そもそも，ケータイやスマートフォンの所

持を見ても，B小学校でケータイやスマート

フォンを所持している児童は 32 名，所持し

ていない児童は 26 名であるのに対して，A小



学校では，10 名全員が所持していなかった。

また，知識と使用状況をクロスさせた分布図

においても，使用状況の点数が低く，知識の

点数も低い第3象限にプロットされた子ども

が B小学校においては 4名見られたのに対し

て，A小学校は 0名であった。 

これらのことから，A 小学校の児童は，ネ

ットの利用時間が少なく家庭のルールも守

られている一方で，情報モラルやセキュリテ

ィ，法に関する基本的な知識が少ないこと，

そしてそもそもネット利用に関する体験が

少ないことが明らかとなった。 

これらの結果を踏まえて，A 小学校の子ど

もたちに基礎的な情報モラル，セキュリティ，

法律（特に著作権）の知識を身につけさせる

ことをねらいとした情報モラル教育を実践

することとした。情報モラル教育のカリキュ

ラムとして，①知識を身につけるフェーズ，

②体験して学ぶフェーズの 2 つを取り入れ，

カリキュラムを構成することとした。特に，

①知識を身につけるフェーズでは，システム

において，B 小学校と比較してモラルや法に

関する得点が低かったことから，ネチケット

的な内容や著作権についての内容を取り入

れた。また，②体験して学ぶフェーズでは，

ネット利用に関する体験が少ないことを踏

まえ，自分たちで学校のことを紹介するブロ

グを作成するという活動を取り入れた。作成

したブログは，学内でのみ公開し，①で学ん

だ知識が生かされているかどうかをクラス

で互いにふりかえらせることとした。表2に，

A 小学校における情報モラル教育のカリキュ

ラムを示す。評価については，授業の事前（以

降，1 回目）だけでなく，途中（以降，2 回

目），事後（以降，3回目）に実施することと

した。 

 

表 2 情報モラル教育のカリキュラム 
日付 テーマ 

システム 1回目 

①2015.7 ネットでのコミュニケーションを考えよ

う 

②2015.10 ネットの特性を学ぼう 

③2015.11 著作権について学ぼう 

システム 2回目 

④2015.12 学校のことを紹介するブログをつくって

みよう 

⑤2016.1 学校のことを紹介するブログをつくって

みよう 

作成したブログをふりかえってみよう 

システム 3回目 

 
③本システムの小学校での評価的運用 

検討した情報モラル教育のカリキュラム

について，A小学校において，計 5回，約半

年間にわたり実践し，その効果についてシス

テムを用いて評価を行った。まず，全 3回の

結果を図 2に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 全 3回（半年間）の結果 

 

総得点に着目すると，1回目 53.5 点，2回

目 66.5 点，3 回目 72.0 点となっており，学

習による得点の向上が見られた。また，モラ

ルについても1回目18.5点，2回目22.0点，

3回目 25.0 点，セキュリティについても 1回

目 18.0 点，2回目 21.0 点，3回目 24.0 点と

なっており，学習による得点の向上が見られ

た。さらに，1 回目と 2 回目，3 回目につい

て一元配置分散分析を行った。結果を表 3に

示す。 

 

表 3 各分野の分散分析の結果 
 1 回目 2 回目 3 回目 

総得点** 
53.50 

(9.73) 

66.50 

(7.47) 

72.00 

(9.48) 

使用状況 
8.50 

(2.41) 

9.50 

(1.58) 

9.50 

(1.58) 

モラル* 
18.50 

(6.68) 

22.00 

(16.13) 

25.00 

(3.33) 

セキュリテ

ィ* 

18.00 

(5.86) 

21.00 

(3.16) 

24.00 

(4.59) 

法 
8.50 

(5.79) 

14.00 

(7.74) 

14.00 

(6.99) 

**p<0.01，*p<0.05，（ ）は SD 

 

分散分析の結果，総得点（F(2,27) 

=11.25,p<.01），モラル（F(2,27) 

=3.51,p<.05），セキュリティ（F(2,27) 

=4.11,p<.05）に有意差が見られた。そこで，

Tukey を用いた多重比較を行った。結果を表

4に示す。 
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表 4 総得点の多重比較 
 1 回目 2 回目 3 回目 多重比較 

総得点 53.50 

(9.73) 

66.50 

(7.47) 

72.00 

(9.48) 

3>1**，

2>1** 

モラル 18.50 

(6.68) 

22.00 

(16.13) 

25.00 

(3.33) 
3>1* 

セキュ

リティ 

18.00 

(5.86) 

21.00 

(3.16) 

24.00 

(4.59) 
3>1* 

**p<0.01，*p<0.05，（ ）は SD 

  

多重比較の結果，総得点は 1回目と 2回目，

1 回目と 3 回目に，モラルとセキュリティは

1回目と 3回目に有意差が見られた。 

これらのことから，検討したカリキュラム

が知識の向上に寄与したことが伺える。特に，

ネット利用に関する体験が少ないという実

態を踏まえて，①知識を身につけるフェーズ，

②体験して学ぶフェーズの2つを取り入れた

ことで，総得点だけでなく，モラルやセキュ

リティの 1 回目，2 回目，3 回目の得点の向

上につながったと考えられる。特に，ブログ

を作成し，①で学んだ知識が生かされている

かどうかをクラスで互いにふりかえらせる

ことができたことが，3 回目の得点の向上に

つながったと考えられる。 

ただし，法に関しては，1 回目と 2 回目に

得点の向上が見られたものの，2 回目と 3 回

目に得点の向上が見られなかった。これは，

授業の時間的な都合で，②体験して学ぶフェ

ーズの中に，著作権についてふりかえる機会

を十分に持たせることができなかったこと

が理由として考えられる。 

最後に，A 小学校の 3 回目の結果と B 小学

校の結果を比較した学校別各分野の得点を

表 5に示す。 

 

表 5 学校別各分野の得点 

 

総合点 

* 

状況 

** 
モラル 

セキュ

リティ 
法 

A 小 

3 回目 

72.00 

(9.48) 

9.50 

(1.58) 

25.00 

(3.33) 

24.00 

(4.59) 

14.00 

(6.99) 

B 小 
62.54 

(13.46) 

5.43 

(3.31) 

22.28 

(5.26) 

20.96 

(7.16) 

13.86 

(6.34) 

**p<0.01，*p<0.05，（ ）は SD 

 

各分野とも情報モラル教育を継続的に実

践しているB小学校を上回る得点となってお

り，t 検定を実施した結果，総得点において

有意差が見られた。この点からも，検討した

カリキュラムの有効性を示すことができる。 
 
④今後の展望 
 今後は，本システムを用いて複数の大規模
校において運用を行い，情報モラルカリキュ
ラムの検討を行うことで，効果を検証したい。 
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